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アジア の窓

　
昨
年
の
中
国
経
済
は
実
質
九
・
五
％
の
高
成
長

で
あ
っ
た
。
こ
の
高
い
成
長
率
を
牽
引
し
た
の
は

投
資
で
あ
る
。

　
銀
行
貸
出
し
金
利
の
引
上
げ
、
窓
口
規
制
、
工

業
団
地
開
発
や
建
設
規
制
な
ど
多
様
な
景
気
引
き

締
め
政
策
が
実
施
さ
れ
た
が
、
固
定
資
産
投
資
は

前
年
比
二
五
・
八
％
の
伸
び
と
な
っ
た
。

　
長
期
低
迷
し
て
い
た
消
費
も
、
昨
年
は
上
向
き

に
転
じ
、
消
費
者
物
価
は
三
・
九
％
の
上
昇
と

な
っ
た
。
農
民
所
得
の
向
上
な
ど
が
消
費
の
拡
大

に
寄
与
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
ま
だ
完
全
回
復
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
昨
秋
実
施
さ
れ
た
六
〇
〇

品
目
を
対
象
と
し
た
市
場
調
査
で
は
七
四
・
三
％

に
相
当
す
る
四
四
六
品
目
が
供
給
過
剰
と
判
断
さ
れ

て
い
る
。

　
貿
易
総
額
は
一
兆
一
、
五
四
七
億
ド
ル
に
達

し
、
日
本
を
抜
い
て
米
国
、
ド
イ
ツ
に
次
い
で
世

界
三
位
と
な
っ
た
。
貿
易
収
支
は
三
二
〇
億
ド
ル

の
黒
字
で
、
外
資
の
流
入
（
直
接
投
資
）
も
六
〇

〇
億
ド
ル
を
超
え
た
。

　
中
国
経
済
は
今
年
は
八
％
台
の
成
長
が
予
測
さ

れ
て
い
る
が
、
労
働
市
場
に
一
四
〇
〇
万
近
い

人
々
が
参
入
し
て
来
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
九
％

前
後
の
成
長
率
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
過
度
の
投
資

依
存
か
ら
脱
却
し
つ
つ
こ
の
高
成
長
が
維
持
さ
れ

る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
強
ま
り
つ
つ
あ
る
人
民
元
レ
ー
ト
の
変

動
幅
拡
大
圧
力
に
ど
う
対
処
す
る
か
。
一
億
五
〇

〇
〇
万
ト
ン
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
原
油
輸
入

を
背
景
に
、
ど
の
よ
う
な
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
外
交

が
展
開
さ
れ
る
の
か
、
い
ず
れ
も
目
が
離
せ
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
Ｋ
）

　 

中
国
経
済
、
九
・
五
％
の
成
長

　
最
近
、
中
国
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
社
会
現
象
の
一

つ
に

見
死
不
救

（
見
殺
し
）
が
あ
る
。
傍
観
者
を
決

め
込
む
、
と
い
う
の
は
都
会
で
は
さ
ほ
ど
珍
ら
し
い
現

象
で
は
な
い
が
、
こ
れ
が
人
命
に
か
か
わ
る
医
療
の
現

場
な
ど
で
起
き
た
ら
そ
の
影
響
は
大
き
い
。

　
二
〇
〇
四
年
五
月
一
九
日
午
後
、
吉
林
省
乾
安
県
で

八
〇
余
名
の
農
民
が
県
政
府
へ
陳
情
に
行
っ
た
時
の
こ

と
で
あ
る
。
職
員
が
混
乱
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
折
、

一
六
才
の
農
民
陶
君
が
転
倒
し
意
識
不
明
と
な
っ
た
。

職
員
に
救
急
車
（
一
二
〇
番
）
を
呼
ぶ
よ
う
頼
ん
だ

が
、
携
帯
電
話
は
持
っ
て
い
な
い
し
、
固
定
電
話
の
使

用
は
具
合
が
悪
い
と
の
こ
と
で
、
跪
づ
い
て
懇
願
す
る

父
親
も
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
小
半
時
ほ
ど
し
て
救

急
車
が
来
た
時
は
已
に
手
遅
れ
で
あ
っ
た
。

　
二
〇
〇
四
年
一
一
月
一
二
日
午
後
一
一
時
三
〇
分
頃
、

海
南
省
の
高
速
道
路
上
で
事
故
が
起
り
、
会
社
員
の
韓

氏
が
ト
ラ
ッ
ク
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
間
に
挟
ま
れ
た
。

か
な
り
経
っ
て
万
寧

市
人
民
医
院
の
救
急

車
が
来
た
が
、
暗
が

り
で
さ
っ
と
見
た
だ

け
で
な
ん
の
処
置
も

せ
ず
引
返
し
て
し

ま
っ
た
。
二
時
間
ほ

ど
後
、
韓
氏
は
失
血

多
量
で
死
亡
し
た
。

（『
人
民
日
報
』
〇
四

年
一
二
月
一
五
日
）

　
中
国
で
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
の
市
場
経
済
化

を
反
映
し
て
多
く
の
流
行
語
が
生
れ
た
。
例
え
ば

紅

眼
病

（
妬
み
病
）
や 

向
銭
看

（
持
金
主
義
）
な
ど

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
金
儲

け
が
可
能
と
な
っ
た
証
左
で
あ
り
、
詐
欺
行
為
さ
え
な

け
れ
ば
金
儲
け
は
犯
罪
で
は
な
い
。
し
か
し 

見
死
不

救

 

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
二
〇
〇
一
年
の
全
国
人
民
代
表
大
会
に
お
い
て
、
三

二
名
の
代
表
か
ら
刑
法
に
「
見
死
危
救
、
見
死
不
救
」

罪
を
追
加
す
べ
き
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。
し
か
し
深

市
を
除
い
て
、
そ
れ
が
法
制
化
さ
れ
た
例
は
な
い
。

全
国
レ
ベ
ル
に
で
は
未
だ
刑
法
上
の
責
任
が
問
わ
れ
な
い

の
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
犯
罪
と
し
て

認
定
す
る
の
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、

道
徳
・
倫
理
の
問
題
と
し
て
捉
え
た
い
と
い
う
社

会
全
体
の
心
理
が
強
く
作
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

見
死
不
救

に
ど
う
対
処
す
る
か
は
扨
措
き
、
医
療

の
現
場
で
そ
れ
が
改
め
ら
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
銭

の
無
い
病
人
は
来
る
な

が
横
行
し
て
い
る
の
は
、
偏

に
病
院
の
収
入
源
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
ろ

う
。
都
市
に
お
い
て
は
「
基
本
医
療
保
険
制
度
」（
九
八

年
）
が
設
け
ら
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
市
民
は
異
常
に

高
い
薬
代
や
入
院
費
に
苦
し
み
、「
病
人
の
四
九
・
八
％

は
病
院
に
行
か
ず
、
入
院
が
必
要
な
者
も
二
九
・
六
％

は
入
院
し
て
い
な
い
」（
全
国
衛
生
会
議
一
月
一
〇
日
）

と
い
う
報
告
す
ら
あ
る
。

　

見
死
不
救

 

現
象
に
は
、
法
律
と
道
徳
両
面
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
が
、
相
当
の
財
政
負
担
が
伴
わ
な
い
限

り
根
本
的
な
解
決
は
期
待
で
き
ま
い
。

（
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
・
小
林
熙
直
）

見
殺
し

は
犯
罪
か


